
第121号	 議 会 だ よ り	 平成26年８月１日

5

が
、
今
後
と
も
、
危
険
要
因
の
解

消
に
向
け
、
粘
り
強
く
交
渉
し
て

い
き
た
い
。

山
田　

広
宣
議
員

（
公
明
党
）

○
学
校
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
化
に
つ
い
て

問
本
市
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
ど
う

評
価
す
る
か
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
活
用
に
よ
り
、
児
童
生

徒
の
積
極
的
・
意
欲
的
な
授
業
参

加
が
可
能
に
な
っ
た
と
評
価
さ
れ

た
佐
賀
県
武
雄
市
の
例
が
あ
る

が
、
学
力
向
上
の
ひ
と
つ
の
手
段

と
し
て
導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

答
総
務
省
が
行
っ
た
実
証
校
ア

ン
ケ
ー
ト
に
お
け
る
教
員
及
び
児

童
生
徒
か
ら
の
肯
定
的
な
回
答
結

果
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
学
習
効

果
に
つ
い
て
は
高
く
評
価
し
て
い

る
が
、
授
業
記
録
の
残
し
方
の
難

し
さ
や
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
は
ゲ
ー
ム
的
要
素
が
強
す

ぎ
る
な
ど
の
問
題
点
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
た
め
、
今
ま
で
ど
お
り
の

教
科
書
や
ノ
ー
ト
を
使
う
授
業

に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ど
う
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
が
よ
り
効
果
的
で
あ
る
か

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
端
末
自
体
が
安
価
で

あ
り
、
様
々
な
使
用
法
が
期
待
さ

れ
る
が
、
稼
動
さ
せ
る
た
め
の
ア

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
整
備
や
、
複

数
端
末
を
一
斉
に
充
電
す
る
た
め

の
充
電
装
置
の
整
備
が
必
要
な
ほ

か
、
耐
久
性
に
つ
い
て
も
問
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
た
め
、
費
用
対

効
果
に
つ
い
て
も
考
慮
し
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
地
域
防
災
力
強
化
・
消
防
団

に
つ
い
て

問
消
防
団
と
市
、
自
治
会
、
自

主
防
災
組
織
と
の
連
携
強
化
を
ど

う
考
え
る
か
。
ま
た
、
昨
年
末
成

立
の
「
消
防
団
支
援
法
」
が
求
め

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
な

ど
の
配
備
状
況
・
今
後
の
予
定
は
。

更
に
は
夏
服
、
雨
衣
、
反
射
ベ
ス

ト
を
全
員
支
給
す
べ
き
だ
が
。

答
消
防
団
と
市
の
連
携
に
つ
い

て
は
、災
害
対
策
本
部
設
置
時
に
、

各
支
団
役
員
が
本
部
に
加
わ
り
、

団
員
へ
の
現
場
対
応
の
指
示
に
あ

た
る
な
ど
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織

と
の
連
携
は
、
地
域
に
お
け
る
共

助
の
活
動
に
お
い
て
、
中
心
的
な

役
割
が
消
防
団
に
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
消
防
団
支
援
法
に
基
づ

く
新
た
な
配
備
基
準
に
よ
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
の
装

備
品
に
つ
い
て
は
、
優
先
順
位
を

決
め
て
段
階
的
な
配
備
を
検
討
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
夏
用
の
活
動
服
は
、
今

年
度
、
全
団
員
に
支
給
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、
反
射
ベ
ス
ト
に

つ
い
て
も
各
部
に
対
し
段
階
的
に

配
備
す
る
計
画
で
、
雨
衣
に
つ
い

て
は
、
配
備
を
検
討
中
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　

今
後
の
体
制
づ
く
り
を
伺
い
た

い
。

答
子
育
て
支
援
に
係
る
相
談

ニ
ー
ズ
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
困
難
事

例
な
ど
が
増
加
し
、内
容
も
Ｄ
Ｖ
・

児
童
虐
待
・
言
語
発
達
に
関
す
る

相
談
等
、
幅
広
く
専
門
的
な
知
識

と
経
験
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
相
談
体
制
は
、
室
長
１

名
、
保
健
師
１
名
、
非
常
勤
児
童

相
談
員
２
名
の
４
人
体
制
で
対
応

し
て
い
る
が
、
よ
り
き
め
細
や
か

な
相
談
体
制
に
す
る
た
め
に
は
、

社
会
福
祉
士
等
の
専
門
職
の
配
置

に
つ
い
て
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

現
在
、
必
要
に
応
じ
て
福
祉
部

内
の
社
会
福
祉
士
や
健
康
管
理
課

の
保
健
師
と
連
携
す
る
と
と
も

に
、
長
生
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
Ｄ

Ｖ
相
談
員
と
連
携
を
図
り
対
応
し

て
い
る
が
、
今
後
も
関
係
部
署
と

の
連
携
を
密
に
し
、
子
育
て
支
援

の
充
実
を
図
り
た
い
。

○
教
職
員
の
配
置
に
つ
い
て

問
教
育
現
場
で
は
、
発
達
障
害

の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
教
育
的
支

援
の
た
め
に
「
特
別
支
援
教
育
支

援
員
」の
配
置
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
学
校
現
場
で
は
支
援
員

は
依
然
、
不
足
の
状
況
で
あ
り
、

増
員
を
求
め
る
声
が
強
い
。
こ
の

現
状
の
認
識
と
今
後
の
取
組
み
を

伺
い
た
い
。

答
特
別
支
援
教
育
支
援
員
に
つ

い
て
は
、
支
援
の
必
要
な
園
児
・

児
童
・
生
徒
が
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
昨
年
度
よ
り
２
名
増

員
し
、
19
名
を
配
置
し
て
い
る
。

現
在
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
園
児
・
児
童
・
生
徒
は
、
ほ
と

ん
ど
の
学
校
や
幼
稚
園
に
在
籍

し
、
個
人
の
状
況
も
異
な
る
こ
と

か
ら
、
各
学
校
の
状
況
に
応
じ
た

支
援
員
の
配
置
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
園
児
・
児
童
・
生
徒
や

学
校
の
た
め
に
も
経
験
者
や
優
秀

な
人
材
の
確
保
と
継
続
的
な
配
置

が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
支
援
員

の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

平　
　

ゆ
き
子
議
員

（
日
本
共
産
党
茂
原
市
議
団
）

○
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
子
育
て
に
不
安
を
持
つ
保
護

者
の
相
談
の
場
と
し
て
、
子
育
て

支
援
課
に「
子
育
て
家
庭
相
談
室
」

が
あ
る
。
多
様
な
相
談
に
適
切
に

対
応
す
る
に
は
保
健
師
、保
育
士
、

臨
床
心
理
士
等
、
専
門
性
が
求
め

ら
れ
る
が
、
十
分
な
体
制
と
言
え

な
い
。


